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岩国市の位置・歴史 
 

本市は、山口県の東端に位置し、北部には県内最高峰となる寂地山をはじめとして

1,000m を超える山々が連なる西中国山地国定公園が、沿岸部には瀬戸内海国立公園があり

豊かな自然に恵まれています。本市の中心には山口県内最大の河川である錦川が豊かな水を

たたえ、島田川、由宇川などその他の水系を中心に盆地や平野が形成され、美しい景観を形

作っています。 

本市の産業は、古くから、東西の交通を結ぶ山陽道の宿場町として発展するとともに、木

綿織りや和紙の生産、農林業が栄え、山口県東部の中心地として発展してきました。それら

の産業を基礎に、臨海部に各種の工場が設置され、石油化学、繊維、パルプ等の基礎素材型

産業や一般機械等の地場産業等、多様な工業都市として発展してきました。 

また、戦後、米海兵隊岩国航空基地が置かれたことで、基地のまちとしての色合が濃くな

っています。基地の飛行場は平成 24 年 12 月に軍民共用の岩国錦帯橋空港として、民間活

用が始まっており、山陽新幹線、山陽自動車道と合わせて陸空の利便性の良さが本市の特徴

となっています。 

こうした特徴を活かし、平成 29 年 4 月から「ちかくに いわくに」というキャッチコピ

ーを掲げ、「国際性を育む体験がちかくに」「子どもの健やかな成長のちかくに」「子育て

のちかくに」「東京など都市部がすぐちかくに」をあなたのちかくにある岩国の 4 つの魅力

としてシティプロモーションを行っています。訪れたい、暮らしたい、暮らし続けたい、と

選ばれるまちとしての魅力を市内外に積極的に発信し続けていきます。 

■図表2-1 本市の位置 

 

 シティプロモーションとは  

地域を持続的に発展させるために、地域の魅力を創出し、地域内外に効果的に PR し、それにより、人材・

物財・資金・情報などの資源を地域内部で活用可能としていくことです。なお、本市では、人口減少、少子高

齢化が急速に進展する中、「市内及び岩国市周辺の子育て世代」をメインターゲットとして、ひとや自然、暮ら

しに必要なものがすべて「ちかくに」あるということを、効果的に発信し、移住・定住の促進につなげるものとして

います。 

節 １ 第 
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岩国市の主要指標 

 

１ 面積 

 

本市の市域面積は 873.72 km２で山口県下第 2 位の広さを有しています。また、北部は

中国山地の山々、南東部は瀬戸内海に面するなど、様々な地域特性を持つ変化に富んだ市域

となっています。 

■図表2-2 地域の圏域 

 

 

節 ２ 第 

面積 

（ｋｍ２） 

距離 

東西（ｋｍ） 南北（ｋｍ） 

873.72 51.2 54.5 

面積：国土交通省国土地理院 

   「全国都道府県市区町村別面積調」 

（平成 29 年 10 月 1 日） 

距離：国土交通省国土地理院 中国地方測量部 

（平成 29 年 10 月 1 日） 
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２ 気象 

 

本市の気候は、南部は年間を通じて温暖で降水量が少なく、概ね瀬戸内特有の気象特性を

示しています。一方、北部は夏場の最高気温が高い傾向にあり、盆地特有の気象特性を示し

ています。 

本市の気温、降水量を管内３観測所の５年間の平均でみると、気温は 14.3～15.4℃、年

間降水量は 1,996.8～2,487.7ｍｍとなっています。 

■図表2-3 気象概要 

 
資料：気象庁ホームページ 

平成 29 年の月別降水量は、秋季の台風シーズンに多く、月別平均気温は、冬季に南部と

北部の気温差が大きくなっています。 

■図表2-4 月別降水量・月別平均気温（平成29年） 

 
資料：気象庁ホームページ 

  

平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低

15.4 36.9 -3.9 2074.5 14.9 36.9 -6.1 2108.5 14.4 37.7 -5.3 2376.5

15.0 35.5 -2.3 1869.5 14.5 36.0 -5.4 1951.5 13.9 36.5 -3.8 2250.0

15.3 36.1 -3.1 1952.5 14.9 36.0 -5.4 2150.0 14.4 37.0 -4.6 2571.0

16.1 36.0 -4.6 2404.5 15.6 36.3 -5.8 2478.0 15.0 37.1 -5.9 3124.5

15.2 36.1 -3.0 1683.0 14.6 35.6 -4.9 1670.0 14.0 36.4 -6.8 2116.5

1月 4.6 14.9 -3.0 53.0 3.5 15.6 -4.6 54.5 2.8 14.6 -4.1 117.0

2月 5.2 17.4 -2.3 76.5 4.3 17.5 -4.9 114.5 3.6 17.0 -6.8 160.5

3月 7.5 17.9 -0.4 71.5 7.0 19.8 -2.1 76.0 6.4 20.0 -2.7 102.5

4月 14.5 27.4 2.6 214.5 14.0 26.4 0.5 214.0 13.4 28.1 0.8 262.0

5月 19.4 29.2 10.3 74.5 18.7 31.6 9.2 81.5 18.5 33.6 8.2 74.5

6月 21.3 30.4 11.3 215.5 21.1 31.4 10.8 189.5 20.7 32.7 9.8 248.5

7月 27.5 35.0 21.8 148.0 27.0 35.2 21.1 113.5 26.7 36.4 21.3 163.5

8月 27.7 36.1 20.7 104.5 27.3 35.6 19.9 101.0 26.7 36.1 19.5 121.5

9月 22.1 30.8 13.5 233.0 21.6 30.7 12.2 241.0 20.8 30.7 11.0 330.0

10月 17.4 29.6 6.0 441.5 17.2 28.8 4.4 430.0 16.4 30.0 6.0 467.5

11月 10.8 21.5 1.6 30.0 9.9 22.3 -1.3 33.0 9.2 22.7 -0.8 33.0

12月 4.7 13.8 -3.0 20.5 3.5 15.0 -4.8 21.5 2.9 15.4 -4.4 36.0

15.4 36.1 -3.4 1996.8 14.9 36.2 -5.5 2071.6 14.3 36.9 -5.3 2487.7

玖珂 広瀬

気温（℃） 合計降水量
（ｍｍ）

気温（℃） 合計降水量
（ｍｍ）

気温（℃） 合計降水量
（ｍｍ）

平成27年

平成28年

平成29年

岩国

5年間平均

　　　 項目
年

観測所名

平成25年

平成26年

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

600.0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

平均気温（℃）降水量（ｍｍ）

岩国降水量

玖珂降水量

広瀬降水量

岩国平均気温

玖珂平均気温

広瀬平均気温
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３ 水象 

 

本市では、治水のためのダム整備が行われていますが、ダムの貯水量を超える大雨の発生

等に備え、山口県がダムの貯水位、河川の水位等を常時観測しており、観測データは、山口

県土木防災情報システムのホームページから確認することができます。 

■図表2-5 河川水位観測局位置図 

 

資料：山口県土木防災情報システム 

（http://y- bousai.pref.yamaguchi.lg.jp/citizen/water/kwl_station_list.aspx） 
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4 人口・世帯数の推移と年齢別人口 

 

平成 2 年に約 15 万 8 千人であった本市の人口は、平成 27 年には約 13 万 7 千人となっ

ており、25 年間で大きく減少しています。一方、増加傾向にあった世帯数についても、平

成 22 年以降減少しています。世帯人数は平成 22 年において 2.5 人/世帯を下回ってからも

減少が続いており、核家族化が進行しています。 

■図表2-6 人口・世帯数の推移 

 
注）各年 10 月１日現在 

資料：総務省統計局「国勢調査報告」 

 

本市の平成 27 年における年齢別人口割合は、15 歳未満が 12.0％、15 歳以上 64 歳以

下が 54.5％、65 歳以上が 33.5％となっています。65 歳以上の割合は平成 27 年におい

て 30％を超え、15 歳未満の割合も減少しており、少子高齢化が進行しています。 

■図表2-7 年齢別人口割合 

 
注）各年10月１日現在 

資料：総務省統計局「国勢調査報告」 
 

158,293 156,347 153,985 149,702 143,857 136,757
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60.3% 57.8% 54.5%

26.1% 29.2% 33.5%
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※年齢不詳の人口は含まない
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5 産業別就業者割合 

 

本市の産業は、瀬戸内海沿岸部を中心に石油化学、繊維、パルプ等の基礎素材型産業や一

般機械等の地場産業等、多様な工業都市として発展してきましたが、人口の減少に伴い就業

者数も減少傾向にあります。 

産業別就業者割合は、第 3 次産業が増加しており、平成 12 年以降は 6 割を超えています。

一方で、第 1 次産業と第 2 次産業は減少し、第 1 次産業の就業者数の割合は 5％を下回って

おり、農林水産業の後継者不足が深刻化しています。 

■図表2-8 産業別就業者（15歳以上）割合の推移と平成27年の内訳 

 

 

資料：総務省統計局「国勢調査報告」 

7.8% 5.7% 5.6% 4.3% 3.5%

35.5%
33.2% 29.6% 28.4% 27.0%

56.5% 60.5% 63.9% 66.1% 66.3%

77,997人 73,184人 69,033人 63,175人 60,603人

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

平成7 平成12 平成17 平成22 平成27

就業者数

年

分類不能

第3次産業

第２次産業

第1次産業

第１次産業
3.5%

第２次産業
27.0%

第３次産業
66.3%

農業
1,956
3.2%

林業
122
0.2%

漁業
65
0.1%

鉱業・採石業・砂利採取業
15
0.0%

建設業
6,590
10.9%

製造業
9,732
16.1%

電気・ガス・熱供給・水道業
417
0.7%

情報通信業
452
0.7%

運輸業・郵便業
2,846
4.7%

卸売業・小売業
8,538
14.1%

金融業・保険業
931
1.5%

不動産業・物品賃貸業
739
1.2%

学術研究・専門・技術サービス業
1,409
2.3%

宿泊業・飲食サービス業
2,880
4.8%

生活関連サービス業・娯楽業
1,981
3.3%

教育・学習支援業
2,536
4.2%

医療・福祉
9,041
14.9%

複合サービス事業
638
1.1%

サービス業（他に分類されないもの）
4,223
7.0%

公務（他に分類されるものを除く）
3,567
5.9%

分類不能の産業
1,925
3.2%

平成27年

産業別就業者数
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6 観 光 

 

本市には、錦帯橋をはじめ、岩国城、吉香公園、美川ムーバレー、弥栄湖等、自然と調和

する美しい観光資源が市内随所に点在しています。観光客数は、毎年約 300 万人で推移して

おり、特に錦帯橋は、毎年約 65 万人の観光客が訪れる県内でも有数の観光名所です。 

月別では、錦帯橋周辺のさくら、吉香公園の花菖蒲やつつじが見頃の 4・5 月頃、夏休み

シーズンの 8 月に多くの観光客が訪れています。 

■図表2-9 観光客数の推移と平成29年主要観光地観光客数 

 

   
  

 
資料：山口県観光政策課「山口県観光客動態調査結果資料」 
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7 上水道・下水道 

 

本市の水道普及率は、平成 28 年 3 月 31 日現在 83.5％、公共下水道普及率は、平成 29

年 3 月 31 日現在 34.8％となっています。 

公共下水道の普及率は、全国、山口県内の他市町と比較して低い値となっています。 

 

■図表2-10 水道普及状況の推移 

 
資料：統計いわくに 2017 年版 

■図表2-11 公共下水道普及状況の推移 

 
資料：統計いわくに 2017 年版 

  

（単位：1,000ｍ３，％）

箇所数注１）
給水人口

注１）
年間給水量

注２） 箇所数 給水人口 年間給水量 箇所数 給水人口 年間給水量 箇所数注１）
給水人口

注１）

平成19年 31 121,293 17,800 1 110,042 16,062 17 10,367 1,738 13 884 82.3

平成20年 31 120,204 17,574 1 109,207 15,880 17 10,406 1,694 13 591 82.4

平成21年 31 119,300 17,114 1 108,556 15,423 17 10,233 1,691 13 511 82.6

平成22年 31 118,239 16,959 1 107,777 15,199 17 9,928 1,760 13 534 82.4

平成23年 31 117,799 17,141 1 107,062 15,290 17 9,698 1,851 13 1,039 82.4

平成24年 28 116,546 17,013 1 106,653 15,382 15 8,801 1,631 12 1,092 82.5

平成25年 27 116,055 16,452 1 108,626 15,617 14 6,314 835 12 1,115 82.9

平成26年 25 114,715 17,557 1 110,740 16,043 11 2,865 404 13 1,110 83.0

平成27年 22 114,348 15,925 1 110,637 15,602 8 2,571 323 13 1,140 83.6

平成28年 20 113,164 15,917 1 110,203 15,660 6 1,854 257 13 1,107 83.5

注　１）自己水源以外のものを含まない。
注　２）専用水道を含まない。
注　３）普及率＝給水人口／行政区域内人口×100

専用水道

普及率注３）年次
（各年3月31日）

総数 上水道 簡易水道

（単位：ha，％）

人口 面積 人口 面積 人口　B 面積

平成20年 148,800 72,620 2,541 1,984 37,492 887 37,492 887 34,759 25.2

平成21年 147,571 72,620 2,541 1,984 41,947 961 41,947 961 38,708 28.4

平成22年 146,524 72,620 2,541 2,002 43,436 1,002 43,436 1,002 39,697 29.6

平成23年 145,250 72,620 2,541 2,038 43,485 1,037 43,485 1,037 40,183 29.9

平成24年 143,801 69,391 2,677 2,038 44,611 1,068 44,611 1,068 40,998 31.0

平成25年 144,124 69,391 2,677 2,037 44,987 1,100 44,987 1,100 41,047 31.2

平成26年 142,063 69,391 2,677 2,037 46,683 1,133 46,683 1,133 42,138 32.9

平成27年 140,609 69,391 2,677 2,037 47,267 1,146 47,040 1,142 42,790 33.5

平成28年 138,921 69,391 2,677 2,053 47,313 1,222 47,313 1,222 43,115 34.1

平成29年 137,153 66,466 2,647 2,053 47,696 1,240 47,696 1,240 43,002 34.8

注　１）行政人口は、各年3月末の住民基本台帳の数値である。
注　２）市街地は、国勢調査による人口集中地区の数値である。

年次
（各年3月31日）

普及率
B／A×100

市街地注２）

行政人口
注１）

A
事業許可

面積

管渠整備区 処理区域
水洗化人口
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8 大気質 

 

大気環境の測定は、山口県が実施しており、平成 28 年度の測定結果は、二酸化硫黄、一

酸化炭素、浮遊粒子状物質、二酸化窒素は環境基準を達成していましたが、光化学オキシダ

ントは達成していませんでした。微小粒子状物質（PM2.5）については、長期的評価を達成

していない地点がありました。 

■図表2-12 平成28年度大気汚染に係る環境基準等達成状況（常時監視測定局） 

 

資料：山口県環境白書（平成 29 年度版） 

 環境基準値とは  

 国においては、健康を保護し及び生活環境を保全するうえで維持することが望ましい基準として「環
境基準値」を定めています。 

 大気汚染に係る環境基準値は、二酸化硫黄、一酸化炭素、浮遊粒子状物質、二酸化窒素、光化
学オキシダント、微小粒子状物質（PM2.5）について定められており、工業専用地域、車道その他一
般公衆が通常生活していない地域または場所については、適用しません。 

 浮遊粒子状物質とは大気中に浮遊する粒子状物質であってその粒径が 10μm 以下のものです。 

 二酸化窒素について、1 時間値の 1 日平均値が 0.04ppm から 0.06ppm までのゾーン内にある地域
にあっては、原則としてこのゾーン内において現状程度の水準を維持し、又はこれを大きく上回るこ
ととならないよう努めるものとしています。 

 光化学オキシダントとは、オゾン、パーオキシアセチルナイトレートその他の光化学反応により生成さ
れる酸化性物質（中性ヨウ化カリウム溶液からヨウ素を遊離するものに限り、二酸化窒素を除く。）で
す。 

 

 

 

9 水質 

 

水環境の測定は、山口県が実施しており、詳細については、生活排水処理基本計画（第4

編）に記載します。 

 

  

大気汚染物質 環境基準 名称 達成状況

麻里布小学校 ○

愛宕小学校 ○

麻里布小学校 ○

愛宕小学校 ○

麻里布小学校 ○

愛宕小学校 ○

麻里布小学校 ×

愛宕小学校 ×

麻里布小学校 ▲

愛宕小学校 ○

注）〇：環境基準値達成　　▲：環境基準値の短期的評価達成　　×：環境基準超過

1時間値の1日平均値0.04ｐｐｍ以下、
かつ、1時間値0.1ｐｐｍ以下

1時間値の1日平均値0.10㎎/㎥以下、
かつ、1時間値0.20㎎/㎥以下

二酸化硫黄

浮遊粒子状物質

一酸化炭素
1時間値の1日平均値10ｐｐｍ以下、かつ、
1時間値の8時間平均値20ｐｐｍ以下

麻里布小学校 ○

光化学オキシダント

微小粒子状物質（PM2.5)

1時間値の1日平均値0.04ｐｐｍから
0.06ｐｐｍまでのゾーン内又はそれ以下

1年平均値15㎍/㎥以下、かつ、
1日平均値35㎍/㎥以下

1時間値0.06ｐｐｍ以下

二酸化窒素
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10 土地利用状況 

 

本市の課税対象民有地のうち、84％程度は山林です。宅地として利用されている面積は、

4％程度となっています。 

 

■図表2-13 地目別民有地割合（平成28年1月1日） 

 
※国及び地方公共団体の所有地、公用地等の非課税地は含まれていない。 

資料：統計いわくに 2017 年版 

 

 

 

11 住宅 

 

本市の住宅に住む一般世帯の状況は、平成 27 年 10 月 1 日現在 57,975 世帯のうち

40,423 世帯が持ち家であり、持ち家率は 69.7％となっています。これは、全国 62.3％、

山口県 67.4％よりも高い値となっています。 

 

■図表2-14 住居の種類、住宅の所有の関係別一般世帯数及び世帯人員（平成27年10月1日） 

 
資料：統計いわくに 2017 年版 

田

5.61%
畑

2.59% 宅地

4.24%
鉱泉地

0.00%

池沼

0.01%

山林

84.37%

牧場

0.01>%

原野

1.41%

雑種地

1.76%

持　ち　家 公営等の借家 民 営 借 家 給 与 住 宅

世　帯　数 57,975 57,465 40,423 2,689 12,751 1,602 510 951

世 帯 人 員 130,707 129,672 96,269 5,923 24,120 3,360 1,035 1,368

間　借　り

住宅に住む一般世帯

主　　　世　　　帯
その他の
一般世帯
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12 主要幹線道路網 

 

現在、本市内では、国土交通省において岩国大竹道路、本市において昭和町藤生線、楠中

津線等を整備しています。 

また、岩国南バイパスの南伸等についても、事業採択を目指し関係機関への要望活動を行

っています。 

■図表2-15 主要幹線道路網（平成27年12月） 

 
資料：岩国市ホームページ 
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13 上位計画 

 

(１) 国の計画 

① 第五次環境基本計画の概要 

平成 30 年 4 月 17 日に閣議決定されました。第五次環境基本計画に示される 6 つの重点

戦略は、図表 2-16 の通りです。 

■図表2-16 第五次環境基本計画における6つの重点戦略 

 
資料：環境省「第五次環境基本計画の概要」 

 

② 第四次循環型社会形成推進基本計画の概要 

平成 30 年 6 月 19 日に閣議決定されました。第四次循環型社会形成推進基本計画に示さ

れる目標は、図表 2-17 の通りです。 

■図表2-17 第四次循環型社会形成推進基本計画における目標（抜粋） 

 
資料：環境省「第四次循環型社会形成推進基本計画の概要」 
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③ 廃棄物処理施設整備計画の概要 

平成 30 年 6 月 19 日に閣議決定されました。廃棄物処理施設整備計画に示される重点目

標は、図表 2-18 の通りです。 

■図表2-18 廃棄物処理施設整備計画における重点目標 

項目 2022 年度目標 

ごみのリサイクル率 27％ 

一般廃棄物最終処分場の残余年数 20 年分を維持 

期間中に整備されたごみ焼却施設の発電効率の平均値 21％ 

廃棄物エネルギーを地域を含めた外部に供給している施設の割合 46％ 

浄化槽整備区域内の浄化槽人口普及率 70％ 

合併処理浄化槽の基数割合 76％ 

省エネ浄化槽の導入による温室効果ガス削減量 12 万ｔ-ＣＯ2 

資料：環境省「廃棄物処理施設整備計画の概要」 

 

 

(2) 山口県の計画 

 山口県循環型社会形成推進基本計画（第３次計画）の概要 

山口県循環型社会形成推進基本計画（第３次計画）は、平成 28 年 3 月に策定されている

ため、国の示した第三次循環型社会形成推進基本計画と整合しています。山口県循環型社会

形成推進基本計画（第３次計画）に示される目標は、図表 2-19 の通りです。 

■図表2-19 山口県循環型社会形成推進基本計画（第３次計画）における目標 

項目 2020 年度目標 

総排出量 51 万トン 

リサイクル率（リサイクル量） 35％（17 万 9 千トン） 

減量化量 30 万 4 千トン 

最終処分量 2 万 7 千トン 

1 人 1 日当たりの家庭排出ごみ量 520 グラム/人・日 

資料：山口県「山口県循環型社会形成推進基本計画（第３次計画）概要版」 
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(3) 岩国市の計画 

 第２次岩国市総合計画（後期基本計画）の概要 

第 2 次岩国市総合計画（後期基本計画）は、2019 年 3 月に改定しました。達成度を示す

指標は図表 2-20、一般廃棄物処理に関連する施策の体系は図表 2-21 の通りです。 

■図表2-20 第2次岩国市総合計画（後期基本計画）における達成度を測る指標 

項目 2020 年度（中間年次） 2022 年度（目標年次） 

人口 1 人 1 日当たりごみ総排出量 825 グラム 814 グラム 

リサイクル率 25.1％ 25.3％ 

廃棄物のうち最終処分される割合 3.4％ 3.4％ 

生活排水処理率 71.8％ 74.6％ 

 

■図表2-21 第2次岩国市総合計画（後期基本計画）における一般廃棄物処理に関連する施策の体系 

 

資料：岩国市「第 2 次岩国市総合計画 後期基本計画」 

 

基本目標３ 豊かな自然と充実した社会基盤により快適に暮らせるまち

施策目標３-２ 誰もが快適に暮らせる生活環境が整っている

施策目標３-３ 循環型社会・低炭素社会が構築されている

施策3-2-4 上下水道の整備
（1）生活排水対策の推進
（2）安心・安定そして強靭な水道事業の推進

施策3-3-1 循環型社会の形成

施策3-3-2 エネルギー対策の推進

（1）ごみの発生・排出削減、リサイクルの推進
（2）ごみの適正処理の推進
（3）環境美化の推進

（1）地球温暖化対策・省エネルギーの推進
（2）再生可能エネルギー導入の推進


